
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農 業 会 議 だ よ り 
 

第 61 号・令和８年５月 

発行：一般社団法人佐賀県農業会議 

【 内 容 】  
１ ． 農 業 会 議 理 事 会 で 令 和 ８ 年 度 事 業 計 画 を 承 認  

２ ． 唐 津 市 農 業 委 員 会 の 改 選 で 新 会 長 が 就 任 、 女 性 農 業 委 員 の 紹 介  

３ ． 市 町 農 業 委 員 会 会 長 等 研 修 会 を 開 催  

４ ． 農 業 委 員 会 で の タ ブ レ ッ ト 活 用 事 例  

５ ． 鹿 島 市 農 業 委 員 会 の 取 り 組 み                    

６ ． 頑 張 る 若 手 農 業 者 （ 白 津 宗 久 さ ん ・ 唐 津 市 浜 玉 町 ）         

７ ． 稲 作 経 営 者 会 議 青 年 部 視 察 研 修 会                 

８ ． さ が 農 水 産 業 働 く 環 境 サ ポ ー ト 補 助 金 の 募 集            

９ ． 農 業 者 年 金 の 加 入 推 進 に つ い て                    

10． 全 国 農 業 新 聞 の 普 及 推 進 、 全 国 農 業 図 書 の 紹 介           

11． 農 業 会 議 職 員 の 紹 介  

12． 常 設 審 議 委 員 会 の 処 理 状 況 に つ い て  

13． 今 後 の 行 事 予 定 に つ い て  

佐賀県稲作経営者会議青年部研修会の参加者 



１．農業会議理事会で令和８年度事業計画を承認 

 
農業会議は 3 月 25 日に佐賀市で「第 20 回理事会」を開催し、令和８年度の

事業計画及び収支予算書の設定について承認されました。 
令和８年度の事業計画の主な内容は以下のとおりです。 
 
(1)総会等の開催 
・総会･･･年１回（令和 8 年 6 月 15 日） 
・理事会･･･年２回（令和 8 年 5 月 22 日、令和 9 年 3 月下旬） 
・監査、役員会･･･年１回（令和 8 年 5 月 18 日） 
 
(2)常設審議委員会･･･毎月 15 日予定、３０ａ超の農地転用案件の審議 
 
(3)要請活動 

農業者等の意見を集約し、国・県・議員へ政策要望。全国会議にも参加 
 
(4)機構集積支援事業 

農地利用最適化を推進するため、農業委員・推進委員、職員研修を実施 
プラスワン運動を推進 

 
(5) 所有者不明農地対策事業  

県内 4 地域を重点支援し、専門家と連携して解消に向けた取組を支援 
 
(6)農業者年金事業 
 農業委員・推進委員による農業者年金制度の周知活動を強化 
 
(7)雇用就農資金事業 

農業法人が行う研修を支援し、新規就農者や独立希望者を後押し 
 
(8)情報提供事業 

全国農業新聞、全国農業図書の普及推進、農業会議だよりの発行 
 
(9)農業経営者サポート事業 

農業経営・就農支援センターの事務局として、法人化や経営継承を支援 
 
(10)農水産業の多様な人材確保環境整備事業 

女性や外国人など多様な人材が働きやすい環境整備を支援 
 
(11) 企業的農業経営推進事業 

若手農業者の育成のため、セミナ－の開催や優良経営体の事例収集を実施 



２．農業委員会改選で新会長が就任 
   

 令和 8 年４月に唐津市で農業委員会の改選が行われ、新会⾧が就任されました。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

           
 
女性農業委員の紹介 

 
唐津市の女性農業委員に選任の経緯や力を入れたい活動、抱負等について 

インタビューをしました。 
 
能隅良子さん・２期目 

◎担当地区：相知町 
◎選任経緯：ＪＡからつ女性部から推薦 
◎経営作物：米（20ａ）、農産加工（豆腐、味噌） 
◎趣味：ガ－デニング 
◎力を入れたい活動：農業者年金の加入推進 

 
 
打越映子さん・1 期目 

◎担当地区：唐津市菜畑 
◎選任経緯：ＪＡからつ女性部から推薦 
◎経営作物：米（1ｈａ）、玉葱（1．7ｈａ） 
◎趣味：英会話 

 ◎抱負：女性の活躍を後押ししたい    
 
 
 

 

農業振興と地域農業のさらなる発展のため、 農業委員と

農地利用最適化推進委員がより一層連携を深め、 農地利用

の最適化を力強く推進してまいります。また、農地行政の

適正な運営に努め、 地域の皆さまから信頼される農業委員

会活動に取り組んでいく所存です。 

唐津市農業委員会 会⾧ 阿部 太 氏 



３．市町農業委員会会長等研修会を開催 

農業会議は 3 月 22 日に佐賀市で「市町農業委員会会⾧等研修会」を開催し

ました。農業委員会会⾧、副会⾧等が参加し、農業政策の現状について理解を

深めました。 

研修会では、農林水産副大臣の山下雄

平氏を講師に迎え、「今後の農業施策の展

開方向」をテーマに講演。山下氏は、食

料自給率向上に向けた取組として、農地

の維持と水田の有効活用の重要性を強調

されました。主食用米中心の生産から、

麦・大豆・飼料用作物や加工・業務用米

への転換を進める必要性も示され、需給

バランスの安定が課題として挙げられました。 

また、農業者の高齢化が進む中、新規就農者の確保と経営定着が重要課題で

あり、就農準備資金の増額（年 150 万円→165 万円）や新規就農者に対する機

械・施設の補助上限引き上げ（個人 1,500 万円、法人 3,000 万円）など支援制

度の拡充についても説明されました。 

さらに、中山間地域における農

業維持の重要性にも触れ、「効率

性だけでなく、地域の営みを守る

視点が大切」と強調されました。 

講演後の意見交換では、参加者

から現場の実情を踏まえた多くの

意見・要望が出されました。 

山下副大臣は、「農業政策は現

場の実情を踏まえてこそ機能する」と述べ、寄せられた意見を今後の政策検討

に反映していく考えを示されました。 

参加者からは、有意義な研修会だったとの声が聞かれ、地域農業の持続に向

けた課題と方向性を共有する機会となりました。 



 
 
●太良町農業委員会 

【概要・活用状況】 
・委員会体制：農業委員 8 名、農地利用最適化推進委員１１名、事務局 4 名 

・導入時期：令和４年～（国費導入） 

・導入台数：全農業委員・推進委員分 19 台 

・申請対象農地の現地確認、農地パトロール（現地確認アプリを活用）、総会資

料のデータ配付に活用 

 

【操作研修の実施方法】 

・農地パトロール時期前に研修会を実施し、必要に応じて農業会議に講師を依頼 

・操作方法が分からない場合は個別で事務局が対応 

 

【活用による効果・課題】 

・総会資料：郵送であれば手元に届く

まで数日かかるが、タブレットでメー

ル送付すればすぐに確認できる 

・現地確認：現在地がすぐに確認でき、

対象農地の位置が確認しやすくなった 

・タブレットの操作方法を理解するま

でに時間がかかる 

・使用しないと操作方法を忘れてしま

うため、定期的に使用してもらう必要

がある 
 
 
 
農業会議では令和８年度からタブレット（iPad）を10台まで貸出 
します。未導入の農業委員会は是非ご活用ください。 

  

4．農業委員会でのタブレット活用事例 



５．鹿島市農業委員会の取り組みについて 

 
【農業委員会の体制】 

任期：令和７年４月１日～令和１０年３月３１日 
体制：農業委員１２名、農地利用最適化推進委員１９名 

事務局６名（うち 2 名会計年度任用職員） 
 
（１） 鹿島市の概況 

鹿島市は、佐賀県の西南部に位置し、東には有明海が広がり、西は多良岳山系
に囲まれ自然環境に恵まれたところです。就業者による産業別構成は、第一次産
業は減少傾向にありますが、就業人口の割合が県内 10 市で最も高いことが本市
の特徴です。 

 
（２） 農業委員会の取り組み 

鹿島市では、毎年「農業者との意見交換会」
を開催し、農業者の方々からの意見聴取を行
っています。 

昨年は、11 月 12 日、13 日に東西２地区で
開催し、「10 年後の耕作者」をテーマとして行
い、認定農業者、新規就農者、農業法人、関係
機関など約 60 人が出席し、活発な意見交換が
交わされました。 
 意見・要望の内容については、集約して市⾧
へ意見書を提出しました。 

意見書の項目は下記のとおりです。 
 

① 有害鳥獣等被害防止対策について 
② 中山間地域等直接支払制度について 
③ 担い手（１０年後の耕作者）の確保について 
④ 多良岳パイロット地区の遊休農地対策と農業用施設

の更新について 
⑤ 物価高騰対策について 
⑥ 農業基盤の整備について 
⑦ 農地の集積・集約化について 
⑧ 農業委員会事務局職員の適切な人員確保とＤＸ化の 

/推進について 
 

意見交換会の様子 

市⾧への意見書提出 



６．頑張る若手農業者 白津宗久さん（唐津市浜玉町） 

徹底した管理で収量３倍へ！！ 若手ミカン農家・白津さんの挑戦 
 

唐津市浜玉町で施設ミカン 2ha を経営する

白津宗久さん（38）は、ここ数年の収量増に

大きな手ごたえを感じられています。現在の

反収は、22 歳で就農した当時と比べて大幅に

向上。ハウスミカンは 3ｔから 8ｔへ、不知火

は 3ｔから 7ｔへと増え、品質も部会でトップ

レベルに達しています。 

「ここまでに至る道のりは決して平坦では

なかった。父から経営を引き継いだ当初は、

栽培管理の知識や技術が十分でなく、思うよ

うに収益が上がらない日々が続いた」といいます。 

そこで白津さんは、経営規模をあえて縮小し、栽培管理の基本である土づく

り、摘果、剪定を徹底。1 本 1 本の樹に目が行き届くよう管理体制を見直しま

した。防除についても、機械を使えば効率は良いが散布ムラが生じ品質低下に

つながるため、あえて手掛けで丁寧に行うことを選び、手を抜かない姿勢を貫

いています。 

「農業では稼げないというマイナスイメージを変えたい」、「しっかり栽培管

理を行えば農業でも稼げることを伝えたい」と語る白津さん。昨年 5 月には、

愛知県などのハウスミカン農家を視察するなど、常に向上心を持ち続けていま

す。 

また、白津さんが大切にしているのが、「楽しく真面目に、美味しいミカン

を作る」という経営理念です。家族との会話を欠かさず、日々の作業や経営判

断について意見を交わしながら笑顔で働ける環境づくりを心がけています。 

今後は法人化も視野に入れ、さらなる経営の発展を目指しています。 
 
 
 



７．佐賀県稲作経営者会議青年部が現地視察研修会を開催 
 

佐賀県稲作経営者会議青年部（会⾧ 江頭幸一郎）は、２月２６日、白石町

で視察研修会を開催し、会員２０人が参加。地域農業の担い手としての経営力

の向上を目的に同町の㈲定松ファーム（代表 定松右樹）と㈲岩石農産（代表 

岩石学）を視察しました。 

 両法人とも米・麦に加え、キャベツ

やタマネギを組み合わせた土地利用型

農業を展開され、大区画化した農地を

活用した効率的な生産体制を構築され

ています。 

視察では、作業管理システムや自動

操舵トラクター、ドロ－ン防除の取り

組みについて紹介。スマート技術によ

って作業の見える化が進み、効率化や

人手不足の解消に役立つこと等の説明

を受けました。 

 参加者は「スマート農業の導入は、

コスト面の課題もあるが、経営の安定

につがると感じた」、「規模拡大と省力

化を両立させている点が参考になった」

と感想を述べ、活発な意見交換が行われました。 

 青年部では、今後とも先進事例の研修や会員同士の交流を重ね、地域農業を

担う経営者として、経営の安定と発展を目指していくこととしています。 
 

定松ファーム 視察の様子 

岩石農産 視察の様子 



８．さが農水産業働く環境サポート補助金の募集   



９．農業者年金の加入推進について  
昨年度も農業者年金の加入推進にご尽力いただき、本当にありがとうござい

ました。 
県で定めた新規加入者の目標達成率は 122％で目標+11 名、農業者年金基金

が定めた目標達成率は、 
【全体】151.2％（全国 3 位）  
【20～39 歳（若い農業者）】132.0％（同 4 位）  
【女性】125.0％（同 7 位） 

という好実績で、いずれの部門でも目標を大きく上回ることができました。 
また、白石町農業委員会におかれては、下記の部門で「農業者年金表彰理事⾧

賞」を受賞されました。7 月 28 日に開催予定の加入推進特別研修会内にて表彰
させていただきます。 

 
新規加入者部門 19 人 全国第 5 位 
新規加入者（女性）部門 11 人 〃 第 2位 
目標達成度合い（新規加入目標数５人から９人）部門 目標 6 人 

加入 19 人 
317％ 

〃 第 3位 

 

○令和 7 年度新規加入実績○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

市町名 目標 実績 達成率 市町名 目標 実績 達成率
佐賀市 7 11 157% 吉野ケ里町 1 0 0%
唐津市 11 12 109% 基山町 1 0 0%
鳥栖市 1 1 100% 上峰町 1 0 0%
多久市 1 0 0% みやき町 1 1 100%
伊万里市 3 1 33% 玄海町 2 1 50%
武雄市 1 3 300% 有田町 1 1 100%
鹿島市 2 2 100% 大町町 1 1 100%
小城市 3 6 200% 江北町 1 1 100%
嬉野市 2 2 100% 白石町 6 19 317%
神埼市 2 0 0% 太良町 3 0 0%

計 51 62 122%



○令和 8 年度新規加入目標○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目標「１委員・１年・５人以上への周知活動を実施」 
 
今後農業を支える若い農業者や女性等に制度の特色が広く理解され、加入に

つながることで、農業への定着や経営の安定等が期待されます。 

若い農業者や女性農業者をはじめ、農業者年金制度を 

「知らない」で加入できなかったという農業者をなくす 

ことを目標にしながら、「１委員・１年・5 人以上への周知活動」を合言葉

に、引き続き制度の普及・加入推進をよろしくお願いします。 

 

★加入対象者がいない… という地域は、ご夫婦やご家族へのアプローチが

効果的です。積極的に女性への推進をお願いします！  

市町名 目標 加入率 市町名 目標 加入率

佐賀市 7 31.8% 吉野ヶ里町 1 17.8%

唐津市 9 25.6% 基山町 1 6.1%

鳥栖市 1 20.2% 上峰町 1 36.4%

多久市 1 21.5% みやき町 1 35.7%

伊万里市 3 20.7% 玄海町 2 27.6%

武雄市 1 35.8% 有田町 1 34.7%

鹿島市 2 29.3% 大町町 1 30.0%

小城市 2 29.9% 江北町 1 37.5%

嬉野市 2 23.1% 白石町 6 32.3%

神埼市 2 17.0% 太良町 2 12.9%

計 30 26.9%



１０．全国農業新聞の普及推進、全国農業図書の紹介 
 
○全国農業新聞の普及推進 

 
  改選市町は、退任委員の継続購読と新任委員の 

早期皆購読をお願いします！ 
                      
                      

唐津市農業委員会が委員皆購読を達成されました！！ 
 

                                                      令和 8 年 5 月現在 

 
   農業委員・推進委員の新聞継続購読キャンペーン実施中！！ 

 
 

｢全国農業新聞｣を是非ご購読お願いします！！ 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
農業委員会組織では、全国農業委員会会⾧大会の決議に 

基づき、農業委員・推進委員全員に「全国農業新聞」を 

購読いただく活動に取り組んでいます。 

 
全国農業新聞は、農地利用最適化活動や地域計画のブラッシュアップなど 
各委員が地域で活動に取り組む上で参考になる情報が満載されています。 
また、農業者に役立つ最新の技術や先進農家の取り組み等を紹介しています。 

推進する立場の農業委員・推進委員の皆購読お願いします 

市町名 目標 部数
目標達成

まで

委員

未購読数
市町名 目標 部数

目標達成

まで

委員

未購読

佐賀市 187 131 56 5 吉野ヶ里町 37 32 5 0

唐津市 130 104 26 0 基山町 23 17 6 1

鳥栖市 55 30 25 0 上峰町 19 13 6 2

多久市 53 36 17 0 みやき町 41 28 13 0

伊万里市 80 55 25 4 玄海町 32 23 9 0

武雄市 83 64 19 0 有田町 37 31 6 2

鹿島市 75 55 20 1 大町町 20 15 5 0

小城市 89 68 21 4 江北町 37 31 6 0

嬉野市 64 46 18 4 白石町 68 54 14 0

神埼市 74 53 21 2 太良町 46 30 16 0

農業会議 100 92 8

1,350 1,008 342 25



 



○全国農業図書の紹介 
 
農業委員会研修テキスト１  農業委員会制度 第７版 

～農地利用の最適化の推進～ 
農業委員会制度の概要と農業委員・農地利用最適化推進委員・

農業委員会の業務についてわかりやすく説明したテキストです。 

今回の改訂では、農業委員会・農業委員・推進委員の役割に地

域計画のブラッシュアップを追加。地域計画の変更の  

「農業上の利用」を表で説明するなど一層充実しました。 

研修教材として、総会・部会等での参考資料として幅広く活用で

きます。【税込 440 円】  

 

農業委員会研修テキスト２  農地法 第７版 
Ｒ６年度改正（Ｒ７年度４月施行）に対応！ 

農地制度の概要や、農地法にもとづく農業委員会・農業委員の

業務についてわかりやすく説明したテキストです。 

今回の改訂では、Ｒ６年度改正（Ｒ７年度４月施行）の許可要

件の新たな確認事項や農地所有適格法人の新たな確認事項を追

加しました。 

研修教材や総会・部会等での参考資料として幅広く活用できま

す。【税込 550 円】  

 

４訂 農業委員・推進委員活動マニュアル  
「地域計画」の実現に向けて内容を一新！ 

「農業委員・推進委員が活動するために必要な情報を盛り込ん

だマニュアルです。農業経営基盤強化促進法等の改正に伴い、令

和７年３月までに全国１万 8633 地区で「地域計画」が策定され

たことを踏まえ、内容を一新しました。 

第１章では農業委員会についての基礎知識や期待される役割

について、第２章では農業委員会の業務内容について解説。第３

章では「地域計画」の策定に向けて、どのように取り組めばよい

のか、また、「地域計画」策定後のブラッシュアップをどう進め

て行くかを具体的に紹介しています。【税込 770 円】                 

 

農業委員・推進委員の 

研修テキストに最適！ 



 
事務局職員と担当業務 

                               令和８年４月１日現在 
役 職 名 氏 名 正 副 

専 務 理 事 
兼事務局⾧ 田 代 浩 幸 

事務局総括 
規程、人事、服務 
行政機関に対する意見の提出 
常設審議委員会 
人材確保環境整備事業 

 

次 ⾧ 武 藤 正 則 

専務理事兼事務局⾧の補佐 
総会、理事会 
地域計画 
所有者不明農地対策 
農業担い手 S プラス 
農業法人協会 

総務、業務関係の総括 
プラスワン運動 
機構集積支援事業 
農業委員会職員協議会 
担い手育成総合支援協議会 
農業経営者サポート事業 
農業経営法人化相談 

業務課⾧ 千代島 蕗 子 

総務、業務関係の総括 
総務事務、会計システム 
機構集積支援事業 
プラスワン運動 
農業委員会職員協議会 

総会、理事会 
常設審議委員会 
農業者年金業務 
地域計画 
農業簿記指導 
所有者不明農地対策 

係 ⾧ 徳 永 新 二 

全国会⾧大会 
育成資金、調査事業 
全国農業新聞､図書､会議だより 
農業委員会女性協議会 
稲作経営者会議 

行政機関に対する意見の提出 
人材確保環境整備事業 
農業委員会サポートシステム 

主 幹 山 本 智 史 常設審議委員会 
雇用就農支援事業 

人材確保環境整備事業 
 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 草 場   直 

担い手育成総合支援協議会 
農業経営者サポート事業 
農業経営法人化相談 
ナラシ積立金管理業務 

農業担い手 S プラス 
農業法人協会 
稲作経営者会議 

主 事 稲 富   創 

農業委員会サポートシステム 
農業者年金業務 
農業簿記指導 
 

雇用就農支援事業 
所有者不明農地対策 
地域計画 
農業担い手 S プラス 
農業委員会女性協議会 
農業法人協会 

主 査 妹 脊   浩 人材確保環境整備事業（農業）  

主 査 柴 山 雅 洋 人材確保環境整備事業（漁業）  

主 査 江 口   満 農業担い手 S プラス 人材確保環境整備事業 

嘱 託 大 塚 加津子 総務、経理事務  

臨時職員 山 口 恵理香 庶務 総務、経理事務 
全国農業新聞、図書 

 

１１．農業会議職員の紹介 



 

<農地法関係処理状況> 

【審議件数】 
回数 期日 区分 件数 

第 120 回 3 月 16 日 
第４条 １ 
第５条 4 

第 121 回 4 月 15 日 
第４条 0 
第５条 4 

【田畑別件数及び面積（㎡）】 

回数 期日 区分 
田 畑 計 

件数 面積 件数 面積 件数 面積 

第 120 回 3 月 16 日 
第４条 0  － 1  3,592 1  3,592 
第５条 4  15,208 1   998 4 16,206 

第 121 回 4 月 15 日 
第４条 0  － 0  － 0  － 
第５条 4  14,817 1  1,921 4 16,738 

※田・畑混合の案件があるため、件数の計が一致しない。 

１３．今後の行事予定について 
月 日 時間 場  所 内   容 

5 

12 13:30 ⾧崎県南島原市 農業委員会女性協議会視察研修会 
13 13:30 グランデはがくれ 第 2 回農業委員会新任職員研修会 
15 13:30 佐賀総合庁舎 第 122 回常設審議委員会（Web 併用開催） 
18 14:00 佐賀総合庁舎 農業会議監査・役員会 
22 13:30 グランデはがくれ 第 21 回農業会議理事会 
25 13:00 佐賀県農業大学校 農業委員会サポ－トシステム操作研修会・1 日目 
26 10:00 佐賀県農業大学校 農業委員会サポ－トシステム操作研修会・2 日目 
29 13:30 グランデはがくれ 農業委員会職員協議会総会・研修会 

6 

2 13:00 東京都 全国農業委員会会⾧大会 
3 9:00 東京都 県選出国会議員への要請活動 

11 10:00 グランデはがくれ 農業者年金担当者研修会 
15 10:30 グランデはがくれ 第 123 回常設審議委員会 
15 13:00 グランデはがくれ 農業会議総会、理事会 
15 15:00 グランデはがくれ 農業委員会会⾧会議 

7 

3 10:00 JA 会館 農業者年金記録管理システム研修会 
15 13:30 グランデはがくれ 第 124 回常設審議委員会 
28 13:30 グランデはがくれ 農業者年金加入推進特別研修会 
31 13:30 佐賀県農業大学校 複式農業簿記講習会（基礎講座） 

※４月末時点の予定ですので変更もあります。公文書の確認をお願いします。       

農地法第４条及び第５条の規定により県農業委員会ネットワーク機構（佐賀県農業
会議）に意見を求められた案件について、常設審議委員会で審議されました。 

第 120 回、第 121 回の件数及び面積については、下表のとおりです。 

１２．常設審議委員会の結果について（３月・４月） 

ご予定お願いします！！ 


